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石川県七尾美術館だより



「
九
・
谷
・
集
・
合
」（
第
１
展
示
室
）

　
「
九
谷
焼
」
は
約
３
６
０
年
も
の
歴
史
と
伝
統
を
持

つ
、石
川
県
を
代
表
す
る
や
き
も
の
。
江
戸
時
代
前
期
、

加
賀
国
大
聖
寺（
石
川
県
加
賀
市
）で
制
作
さ
れ
た「
古

九
谷
」
を
起
源
と
し
、
幕
末
期
に
主
に
加
賀
国
の
各
窯

で
生
産
さ
れ
た「
再
興
九
谷
」や
明
治
時
代
か
ら
の「
近

代
九
谷
」
を
経
て
現
代
に
至
り
ま
す
。

　

そ
の
様
式
は
、
主
に
紫
・
緑
・
黄
の
色
釉
を
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
用
い
た
「
青
手
」、
そ
の
３
色
に
紺
青
・
赤

を
加
え
た
５
色
の
色
釉
を
フ
ル
活
用
す
る
「
五
彩
手
」、

赤
の
細
密
描
写
を
基
本
に
金
彩
を
加
え
る
「
赤
絵
（
金

襴
手
）」
の
３
ス
タ
イ
ル
。「
青
手
」
の
大
胆
な
デ
ザ
イ

ン
や
「
五
彩
手
」
の
瀟
洒
な
上
絵
、「
赤
絵
」
の
精
緻

な
意
匠
な
ど
に
よ
り
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

七
尾
市
出
身
の
実
業
家
・
池
田
文
夫
氏
（
１
９
０
７

～
87
）
が
蒐
集
し
た
、
当
館
所
蔵
品
の
中
核
「
池
田
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
は
、
九
谷
焼
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
本
テ
ー
マ
で
は
、
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中

心
に
各
種
の
九
谷
焼
計
36
点
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
黒
・
色
・
舞
・
踊
」（
第
２
展
示
室
）

　
「
黒
色
」
は
白
色
や
灰
色
と
同
じ
無
彩
色
に
属
し
、

全
て
の
光
を
吸
収
・
遮
断
す
る
性
質
を
持
ち
ま
す
。
色

の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、主
な
と
こ
ろ
で
「
未
知
」「
神

秘
」「
高
級
」、
そ
し
て
「
強
さ
」「
権
威
」
な
ど
、
総

じ
て
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
で
重
厚
な
印
象
。

　

そ
の
一
方
で
、
ほ
か
の
色
に
比
べ
て
「
負
」
を
連
想

さ
せ
る
特
徴
も
目
立
ち
ま
す
。「
暗
黒
時
代
」や「
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
」
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
視
点
で
例
え
ら
れ
る
こ
と

も
多
い
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
黒
色
が
多
様
性
を
持
つ
魅

力
あ
ふ
れ
る
色
ゆ
え
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
だ
け
に
水
墨
画
や
書
、
漆
、
写
真
な
ど
で
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
美
術
工
芸
に
お
い
て
も
黒
色
に
重
き
を

置
い
た
ジ
ャ
ン
ル
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
本
テ
ー
マ

で
は
、
所
蔵
品
よ
り
「
黒
色
」
が
効
果
的
に
使
用
さ
れ

て
い
る
作
品
33
点
を
絵
画
や
書
、
工
芸
や
写
真
な
ど
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
「
黒
色
」
が
放
つ
、
無
限
に
広
が
る
深
淵
世
界
を
心

ゆ
く
ま
で
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

◇
共
通
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円
２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円
２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。
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展覧会
情　報

九･

谷･

集･

合　

 

黒･

色･

舞･

踊

　
12
月
18
日（
土
）～
令
和
４
年
２
月
13
日（
日
）【
開
催
中
】

「色絵布袋山水人物図硯箱」
初代德田八十吉　（池田コレクション）

「色絵山水図四方形小皿　古九谷」
（池田コレクション）

「燿彩鉢『心円』」　三代德田八十吉

「色絵龍桐文木瓜形平卓　粟生屋窯」
粟生屋源右衛門　（池田コレクション）

「萬歳」　富岡鉄斎
（池田コレクション）

「根来足付盥」
（池田コレクション）

「黒楽茶碗　銘福笑」
樂　惺入　（池田コレクション）

「
無
題
」　
白
尾
勇
次



　

２
つ
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
所
蔵
品
よ
り
約
60
点
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

「
織
部
と
唐
津
」（
第
１
展
示
室
）

　

石
川
県
を
代
表
す
る
や
き
も
の
「
九
谷
焼
」
を
紹
介

す
る
展
覧
会
「
九
・
谷
・
集
・
合
」
に
続
き
、「
織
部

と
唐
津
」
と
銘
打
っ
て
、
当
館
所
蔵
品
の
中
核
「
池
田

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
よ
り
「
織
部
焼
」
と
「
唐
津
焼
」
を

セ
レ
ク
ト
し
、
約
30
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
織
部
焼
」
は
、
桃
山
時
代
よ
り
美
濃
地
方
で
作
ら

れ
始
め
た
「
美
濃
焼
」
の
一
種
で
、
大
き
く
歪
ん
だ
器

の
姿
や
幾
何
学
的
な
文
様
な
ど
、
造
形
面
で
の
自
由
闊

達
さ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
名
前
の
由
来

は
、
当
時
の
武
将
・
茶
人
、
古
田
織
部
（
１
５
４
４
～

１
６
１
５
）
好
み
の
意
匠
で
あ
る
か
ら
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、「
唐
津
焼
」
は

１
５
８
０
年
代
に
肥
前
国

（
現
・
佐
賀
県
、
長
崎
県
）

で
創
始
さ
れ
た
や
き
も
の

で
、
こ
の
地
の
豪
族
・
波

多
氏
が
朝
鮮
か
ら
陶
工
を

連
れ
て
き
て
開
窯
し
た
の

が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
独
特
の
風
合
い
は
茶
人
た
ち
に
好
ま
れ
、
彼

ら
の
好
み
の
格
付
け
と
し
て
、
俗
に
「
一
楽
二
萩
三
唐

津
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

い
ず
れ
も
桃
山
時
代
を
代
表
す
る
や
き
も
の
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
時
代
の
美
意
識
を
映
し
出
し
た
、
桃
山

陶
の
世
界
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「
旅
の
目
的
地
」（
第
２
展
示
室
）

　

画
家
は
し
ば
し
ば
、
自
身
が
描
く
題
材
を
求
め
て

「
旅
」
に
出
か
け
ま
し
た
。
向
か
っ
た
場
所
は
、
い
わ

ゆ
る
名
所
や
大
都
市
と
呼
ば
れ
る
所
か
ら
、
名
前
の
知

ら
れ
て
い
な
い
小
さ
な
街
や
通
り
ま
で
様
々
で
す
。
画

家
た
ち
は
そ
こ
で
四
季
折
々
に
変
化
す
る
自
然
の
姿
を

見
つ
め
た
り
、
現
地
の
人
々
の
暮
ら
し
の
息
づ
か
い
を

感
じ
た
り
し
、
自
身
の
創
作
の
糧
と
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
日
本
・
海
外
問
わ
ず
、
画
家
た
ち
が
旅

を
し
、
見
つ
め
た
風
景
を
描
い
た
絵
画
約
30
点
を
紹
介

し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
「
旅
」
を
す
る
機
会
が
減
っ
て

い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
世
界
の
様
々
な
風
景
を

鑑
賞
す
る
こ
と
で
、
画
家
た
ち
と
と
も
に
「
旅
」
を
し

た
気
分
に
浸
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◇
共
通
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円
２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円
２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。
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織
部
と
唐
津　

旅
の
目
的
地

　
令
和
４
年
２
月
26
日（
土
）～
４
月
17
日（
日
）

「絶域涛声」水道秋聖

「In New York City Soho」戸澗幸夫 「マテーラの展望」田辺栄次郎

「舞台」山本隆

「織部沓形茶碗」
（池田コレクション）

「織部菊図折込鉢」
（池田コレクション）

「唐津鳥形香合」（池田コレクション）



　

11
月
６
日
（
土
）
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
「
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
展
」
も
12
月
12
日
（
日
）
を
も
っ
て
、
無
事
に
閉

幕
い
た
し
ま
し
た
。
会
期
中
無
休
、37
日
間
の
開
催
で
、

４
０
０
０
人
を
超
え
る
お
客
様
に
ご
来
館
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

例
年
で
す
と
、
開
会
式
で
の
地
元
の
幼
稚
園
・
保
育

園
の
園
児
さ
ん
に
よ
る
楽
し
い
発
表
か
ら
幕
を
開
け
る

の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開
会
式
は
２
年
続
け
て

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
つ
も
よ
り
は
静
か
な
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
初
日

か
ら
、
毎
年
展
覧
会
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
る
方
や

親
子
連
れ
な
ど
、
多
く
の
方
々
が
楽
し
ん
で
い
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
団
体
の
予
約
も
多
く
入

り
、
子
ど
も
た
ち
は
思
い
思
い
に
自
分
の
お
気
に
入
り

の
絵
を
見
つ
け
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

昨
年
や
む
な
く
中
止
と
な
っ
た
関
連
イ
ベ
ン
ト
「
の

ま
り
ん
の
紙
芝
居
劇
場
」
と
「
お
は
な
し
劇
場
」
を
、

今
年
は
人
数
制
限
を
設
け
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
、
恒
例
の
「
か
ん
た
ん
絵
本
を
作

ろ
う
よ
！
」と
と
も
に
、ほ
ぼ
す
べ
て
の
回
が
定
員
い
っ

ぱ
い
に
な
り
、
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
野
間
成
之
さ
ま
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人 

ぽ
っ
か
ぽ
か
の
皆
さ
ま
、
絵
本
の
会 

も
こ

も
こ
の
皆
さ
ま
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
中
止
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
入
場
制
限
や
絵

本
コ
ー
ナ
ー
の
絵
本
を
自
由
に
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
展
覧

会
開
催
で
し
た
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
く
だ
さ
り
、
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。来
年
こ
そ
は
制
限
も
な
く
、

賑
や
か
な
開
会
式
か
ら
幕
を
開
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

ティールームからの

お知らせ

11月６日よりティールームの営業を再開し
ました。営業時間は13時から16時30分（ラ
ストオーダー 16時）と時短営業となっており
ます。席数は９席で、メニューは飲み物のみ
です。

当館友の会会員証ご提示で

レジにて10％割引になります。

店内の様子です。
椅子と椅子の間を

広くして
ゆったりと。
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２
０
２
１
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展　

開
催
実
施
報
告

「かんたん絵本を作ろうよ！」

「のまりんの紙芝居劇場」

「おはなし劇場」



　

こ
の
度
、
令
和
３

年
11
月
１
日
付
で
石

川
県
七
尾
美
術
館
の

館
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
北
春
千
代
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

石
川
県
立
美
術
館
か
ら
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
へ
と

移
り
、
駆
け
出
し
の
頃
か
ら
は
や
半
世
紀
を
過
ぎ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
多
く
の
方
々
に
助
け
ら
れ
、
今
日
ま
で

歩
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
た
だ
た
だ
感
謝
の
念
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
石
川
県
七
尾
美
術
館
は
平
成
７
年
の
開

館
以
来
、数
多
く
の
展
覧
会
や
芸
術
文
化
活
動
を
通
じ
、

広
く
市
民
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

長
谷
川
等
伯
と
そ
の
一
門
、
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や

石
川
県
ゆ
か
り
の
作
家
作
品
な
ど
、
そ
の
一
つ
一
つ
が

深
く
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
館
長
就
任
に
あ

た
り
重
責
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

七
尾
、
能
登
の
魅
力
を
中
心
に
掘
り
起
こ
し
、
よ
り

一
層
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
魅
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
世
界

に
向
け
て
発
信
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
人
で
も

多
く
の
方
々
を
こ
の
地
に
呼
び
込
み
、
地
域
の
活
性
化

に
少
し
で
も
役
立
て
る
よ
う
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
支
援
ご
鞭
撻

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
よ
り
、
七
尾
美
術
館
の
学
芸
員
と
し

て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、
河
野
喬
紀
（
こ
う
の
た
か
の

り
）
と
申
し
ま
す
。
出
身
は
山
梨
県
。
大
学
・
大
学
院

で
は
長
谷
川
等
伯
の
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

骨
董
好
き
の
父
の
影
響
で
、
小
学
生
の
頃
か
ら
古
い

も
の
に
興
味
が
あ
り
、
県
内
外
の
博
物
館
や
寺
院
に
よ

く
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
等
伯
と
の
出
会
い

は
小
学
５
年
生
。
東
京
国
立
博
物
館
で「
松
林
図
屏
風
」

を
見
た
と
き
の
衝
撃
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
周
り
を
山

に
囲
ま
れ
た
地
で
育
っ
た
少
年
に
は
馴
染
み
の
な
い
風

景
で
あ
り
な
が
ら
、あ
る
種
の
共
感
を
覚
え
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
十
数
年
、
ま
さ
か
等
伯
の
出
身
地
に
あ
る
美

術
館
で
働
く
こ
と
に
な
る
と
は
…
。

　

今
年
の
担
当
は
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
」
と
「
織
部
と
唐

津
／
旅
の
目
的
地
」
展
。
前
者
は
今
ま
で
学
ん
で
き
た

分
野
か
ら
は
遠
い
絵
本
原
画
の
展
示
で
す
が
、
可
愛
い

だ
け
で
な
く
、
社
会
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い

た
り
、
技
法
の
自
由
さ
で
あ
っ
た
り
…
絵
本
の
世
界
の

自
由
さ
と
豊
か
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

趣
味
は
推
理
小
説
を
読
む
こ
と
と
マ
ジ
ッ
ク
。
ど
う

や
ら
謎
が
好
き
な
よ
う
で
す
。
等
伯
の
こ
と
、
七
尾

や
能
登
の
こ
と
…
興
味
を
幅
広
く

持
っ
て
、
謎
を
解
き
明
か
す
よ
う

に
1
つ
1
つ
知
っ
て
い
き
た
い
で

す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
「
市
場
」
村
田
省
蔵　

昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）

　

銀
山
の
街
と
し
て
知
ら
れ
る
メ
キ
シ
コ
・
タ
ス
コ
の

市
場
の
様
子
を
描
い
た
作
品
で
す
。

　

作
者
の
村
田
省
蔵
（
１
９
２
９
～
２
０
１
８
）
は
金

沢
市
出
身
の
洋
画
家
で
、
小こ

絲い
と

源げ
ん

太た

郎ろ
う

に
師
事
し
、
光

風
会
や
日
展
で
活
躍
し
ま
し
た
。
特
に
日
本
の
四
季

折
々
に
変
化
す
る
豊
か
な
自
然
風
景
を
主
要
テ
ー
マ
と

し
、
北
陸
地
方
の
農
村
に
見
ら
れ
る
稲は

架さ

木ぎ

を
描
い
た

シ
リ
ー
ズ
は
そ
の
代
表
作
で
す
。

　

本
作
が
描
か
れ
た
当
時
、
制
作
が
思
う
よ
う
に
進
ま

な
か
っ
た
村
田
は
、
色
彩
を
探
求
す
る
た
め
に
し
ば
し

ば
海
外
を
旅
し
、各
地
の
街
並
み
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

　

タ
ス
コ
は
一
日
中
マ
リ
ア
ッ
チ（
メ
キ
シ
コ
の
音
楽
・

楽
団
）
の
陽
気
な
音
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
場
所
で
す
。

画
面
を
見
る
と
色
彩
は
明
る
く
、
ま
さ
に
そ
の
土
地
の

風
土
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
本
作
は
２
月
26
日
（
土
）
か
ら
始
ま
る
「
旅

の
目
的
地
」
で
展
示
い
た
し
ま
す
。
作
家
が
「
旅
」
を

通
し
て
見
つ
め
た
風
景
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2022. 冬5

  

所
蔵
品
紹
介

  

新
学
芸
員
紹
介

館
長
就
任
あ
い
さ
つ

「市場」村田省蔵



展覧会
予　告

石川県七尾美術館だより　No.108
発行日：令和４年１月１日
発行者：公益財団法人七尾美術財団
〒926-0855 七尾市小丸山台一丁目１番地
TEL.0767-53-1500 　FAX.0767-53-6262
https://nanao-art-museum.jp

「雪景山水図屏風」（左隻）佐々木泉景 (1773～1848)
天保８年 (1837) 制作　※「黒・色・舞・踊」展より

　屏風の大画面に展開する冬景色。雪に覆われた雄
大な自然景観の中に楼閣や舟などが溶け込んでいま
す。モノトーンで表された世界は静寂に満ち、しわ
ぶきひとつ聞こえないようです。

　作者の佐々木泉景は江戸時代後期に活躍した「狩野派」の画家。現在の石川県加賀
市出身で、加賀藩の御用絵師をつとめて数多くの作品を描きました。（展示は左隻のみ）

表  紙

長
谷
川
等
伯
展

～
水
墨
・
濃
淡
の
妙 

Ⅴ
Ｓ 

着
色
・
彩
り
の
美
～

　

平
成
８
年
か
ら
毎
年
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
て
い
る

「
長
谷
川
等
伯
展
」。
第
27
回
目
と
な
る
令
和
４
年
は
、

展
示
室
ご
と
に
水
墨
画
と
着
色
画
の
魅
力
を
そ
れ
ぞ
れ

紹
介
し
ま
す
。

　

長
谷
川
等
伯
は
様
々
な
技
法
を
試
み
ま
し
た
。
墨
の

濃
淡
に
よ
る
表
現
な
ど
は
、
若
き
信
春
時
代
か
ら
晩
年

の
等
伯
時
代
へ
の
学
び
の
中
で
、
飛
躍
的
な
展
開
を
見

せ
て
い
き
ま
す
。
一
方
、
着
色
画
で
は
、
能
登
時
代
に

豊
か
な
色
彩
に
よ
る
仏
画
を
多
く
描
い
た
こ
と
が
、
後

の
等
伯
時
代
に
お
け
る
大
画
面
の
着
色
画
成
功
へ
と
繋

が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

本
展
で
は
、《
水
墨
・
濃
淡
の
妙
》《
着
色
・
彩
り
の
美
》

に
、《
長
谷
川
派
の
着
色
・
金
碧
画
》
を
加
え
た
３
つ
の

テ
ー
マ
で
、「
複
製
松
林
図
屏
風
」
を
含
め
た
18
点
を
展

覧
し
ま
す
。
等

伯
作
品
２
点
と

長
谷
川
派
作
品

１
点
は
当
館
初

公
開
と
な
り
ま

す
。

　

次
号
で
は
、

さ
ら
に
出
品
作

品
の
紹
介
や
催

し
情
報
も
掲

載
し
ま
す
の

で
、
お
楽
し
み

に
！

新年度友の会会員を次の要領で募集いたします。
現在、会員の方で更新をご希望される方は改めてお申込みください。
お申込みのない場合はそのまま退会となってしまいますのでご注意ください。

●入会手続き
受付開始　３月１日（火）から【年度会費1,000円】※１
受付場所　①当館受付カウンター　②郵便振替 ※２（郵便振替用紙をご利用ください）
※１会員証は美術館だより第109号（春号・令和４年４月１日発行予定）と一緒にお送りします。
※２郵便振替用紙の通信欄に必要事項《会員の区別（更新･新規･元会員）･郵便番号・住所･電話番号･氏名》をご記入のうえ､
　　会費を添えて最寄りの郵便局窓口へお出しください。払込手数料は申込者負担となります。
　　【郵便振替口座番号　００７１０－０－５０７９５　加入者名：石川県七尾美術館　友の会】

●友の会特典
１ ｢美術館だより｣ をお送りします。（年度内４回発行)
２ 当館及び石川県能登島ガラス美術館主催の展覧会の観覧料が割引になります。（会員本人と同伴者２名まで）
３ 相互割引提携館主催の展覧会観覧料が割引になります。（会員本人のみ）
４ 当館主催特別企画展の開会式･内覧会（一部除く）にご招待します。（無料）
５ 販売グッズが割引になります。（一部除く）　　　　
６ 喫茶室利用代金が10％割引になります。（10円未満切捨）
７ 研修旅行や美術講座に参加できます。　　　　　
※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、特典変更や中止となる場合がありますのでご了承ください。
※一旦納入された会費はお返しできませんのでご了承ください。

「四季柳図屏風」６曲１双（内右隻）長谷川等伯筆　個人蔵
　画像は、四季の柳樹を描いた屏風の右隻。右下方には、胡粉を盛り上げ金
泥を施した柴垣を描く。金箔地の余白を効果的に使った、揺れる緑の葉がな
んとも叙情的です。当館初公開！

「虎鷹図衝立」多田宅兵衛 当館蔵

令和４年度　石川県七尾美術館友の会会員募集のご案内

令和４年度 石川県七尾美術館
友の会会員証


